
第９回これで防げる！学校体育・スポーツ事故
シンポジウム「落雷事故から子どもを守る」

アンケート集計結果

調査期間
2026年7月18日〜7月23日

調査対象
シンポジウム「落雷事故から子どもを守る」参加者
会場参加 30人
ウェビナー参加 71人 合計101人

調査方法
Google Formによるウェブアンケート

回答数
・回答数 19件
・回答率 約19%



屋外で安全に体育・野外活動や部活動を行うために必要な情報を得たい

屋外で安全に体育・野外活動や部活動を行うために必要な気象に関する情報を得たい

落雷に起因する事故のデータを知りたい

落雷事故関連で、過去にどのような事例があったのかを知りたい

落雷のおそれがある場合の試合やイベントの中断または中止の判断基準について知りたい

落雷のおそれがある場合の避難の方法について知りたい

落雷のおそれがある場合の試合やイベントの中断または中止の判断が誤っていた場合の影響について知りたい

その他

◆このシンポジウムに参加した目的（複数回答可）



◆参加した目的の中でもっとも大きな目的

屋外で安全に体育・野外活動や部活動を行うために
必要な情報を得たい（８件）

落雷のおそれがある場合の試合やイベントの中断
または中止の判断基準について知りたい（7件）

落雷のおそれがある場合の避難の方法について知りたい（1件）

落雷事故関連で、過去にどのような事例があったのかを知りたい（1件）

落雷に起因する事故のデータを知りたい（1件）

その他：果たすべき注意義務の内容（1件）

42%

37%

6%

5%

5%
5%



◆「もっとも大きな目的」の達成度

だいたい達成した（8件）

ほぼ達成した（11件）



◆「落雷」の危険性や過去の事例について調べた経験

ある（11件）ない（8件）



◆「落雷事故」について教職員・指導者間・担当者間で検討した経験

教職員・指導者ではない（10件）
ある（4件）

ない（5件）



◆ 教職員や指導者が落雷による行事の中断・中止を判断する際の基準は必要か

必要である（19件）

必要とまでは言えない（0件）

必要ではない（0件）



◆ 基調講演「落雷は防げないが、落雷事故は防げる」の満足度



◆ 基調講演について、新たな学び または 課題解決につながったこと



◆ 報告「日本雷害保護システム工業会での調査報告」の満足度



◆ 同報告について、新たな学び または 課題解決につながったこと



◆ 報告「落雷事故の実態について〜JSCのデータ分析から」の満足度



◆同報告について、新たな学び または 課題解決につながったこと



◆報告「中体連協力『落雷事故』に関するアンケート分析結果報告」の満足度



◆同報告について、新たな学び または 課題解決につながったこと



◆報告「競技団体落雷事故防止指針及び事故現場（宮崎産業経営大学）」の満足度



◆ 同報告について、新たな学び または 課題解決につながったこと



◆３つの提言（下記）についての感想

選択肢 選択数

6

3

11

4

12

10

2

8

2

4

6

20世紀と21世紀の違いが示されたが、そのまま学校現場にあてはめることができるかどうかはわからない

具体的かつ実現可能な提言であり、すぐに現場で共有し、実践したい

具体的かつ実現可能な提言と思われるが、実際に現場で導入できるかどうかはわからない

落雷事故の予防法について、「ツール」「判断基準＆避難方法」「判断権者」の３つに分けて説明してもらったので、
理解しやすかった

これらの提言を、現場にどのように伝えるかが課題だと思う

これらの提言を、モデル校またはモデル地区で実践し、どのように変わったかを検証してほしい

雷だけでなく、天候全般を監視し、判断する担当者がいるとよいと思う

１ 雷雲の動きを知る ーアプリで確認ー
２ 判断基準の客観化と周知 ー中止と再開の判断、避難計画ー
３ 判断基準に基づく判断権者の事前決定 ー現場の指導者だけに任せないー

落雷事故の予防法が、20世紀と21世紀でどのように変わったかを示してもらったので、よく理解することができた

これらの提言を、広く社会に発信してほしい

「雷ナウキャスト」や「雷監視システム」はすぐれたツールだが、教員個人のスマートフォンを使用することに
なると、通信料などが気になる人もいるのではないか

すぐれたツールはいろいろあるが、児童・生徒の指導をしながら手元のスマートフォンを見るのは難しい



◆このシンポジウムで新たに得た知識や情報の中で、特に重要であると思うこと



◆次回以降に取り上げてほしいテーマや内容



◆ 参加者（回答者）の立場・所属等（複数回答可）

教育・保育施設の教職員

小学校・中学校・高等学校の教職員

大学・大学院の教職員

地域スポーツや野外活動の指導者、関係者

弁護士等法曹界関係者

NPO等非営利活動団体関係者

教育委員会等教育行政関係者

文科省、スポーツ庁等関係者

国会議員または地方議員等

理学療法士
陸上関係の団体

報道関係

医療関係


